
なまえ ひづけ がつ にち

おす 前 おした あと

1 とじこめた 空気を おしたよ。ことばから えらんで 書こう。

ことば 小さく 大きく かわらない もとに もどる

1 ピストンを おすと、空気の かさは  なる。

2 おしちぢめるほど、おし返す 力は  なる。

3 手を はなすと、ピストンは 。

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 とじこめた 空気は、おしちぢめる ことが できる。

2 空気を おしちぢめても、手ごたえは かわらない。

3 空気でっぽうの 玉は、おしちぢめられた 空気が おし返す 力
で とぶ。

できたら
はなまる 力と電気 ・ つぎは 「とじこめた 水を おすと」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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とじこめた 空気を おすと
やさしい ★☆☆ ・ とじこめた 空気の せいしつ

電
力と電気

おすと
どうなる？


